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令和元年10月 1 日から開始される
無償化についてのご案内
箱根町では、 0 歳から 5 歳までの

すべてのお子さまの保育料および給食費が
無償となります！

町外の施設を利用している場合も対象になります！

●	月額25,700円
まで無償

●	預かり保育も
　	月額11,300円
まで無償

※�申請手続きが必
要となります。

※�３ 歳到達時点で
対象となる場合
があります。

●利用料は無償
●預かり保育も
　	月額11,300円
まで無償

※�申請手続きが必
要となります。

※�３ 歳到達時点で
対象となる場合
があります。

●利用料は無償
（手続きは不要です）

●利用料は無償
（手続きは不要です）

●	月額37,000円
まで無償

※�申請手続きが必
要となります。

※�複数の認可外施
設等を利用する
場合も上限まで
です。

※�認可施設や企業
主導型を利用し
ている場合は対
象となりません。

●	保育の必要性
の認定を受け
ている場合、
月額42,000円
まで無償

※�申請手続が必要
となります。

※�課税世帯と非課
税世帯で申請が
異なります。

� 照会先　子育て支援課　☎85－９5９5

※認可外保育施設等は一時預かり、ファミリーサポートセンター、病児保育、ベビーシッター、認可外の事業所内保育などです。
※延長保育は無償化の対象外です。
※送迎費、材料費その他実費負担分については無償化の対象外です。

給食費を負担している家庭について、
1号認定のお子さまは月額4,300円まで、それ以外のお子さまは月額5,200円まで無償

※「利用の認定」後に、必要書類を添えての申請手続きが必要です。

お子さまの利用している施設は次のいずれかに該当しますか？
①幼稚園

子ども子育て支援
新制度未移行

②幼稚園
子ども子育て支援

新制度

③保育所・　　
　認定こども園

④認可外保育
施設等　

お子さまが利用している園は
次のいずれに該当しますか？

①保育所・　　
　認定こども園

②認可外保育
施設等　

令和元年10月 1 日時点でのお子さまの年齢は？
①	平成2８年 4 月 1 日以前に誕生した
満 3歳以上のお子さま

②	平成2８年 4 月 2 日以降に生まれた
満 3歳以下のお子さま

　町では、豊かで美しい自然景観や特色ある地域の町なみを守り、育てていくために、平成21年 6 月から箱根町景観条例と
景観計画を施行しています。ここでは、町で行っている制度等についてお知らせします。� 照会先　都市整備課☎８５－９５66

〈箱根町景観条例に基づく届出について〉

届出が必要な区域 ・国立公園の区域以外の区域
・国立公園の区域内の第 2種特別地域D区域もしくは普通地域

届出が
必要な行為

建築物（①） 高さが13mまたは延べ床面積が1,000㎡を超える、新築・増築・改築など
工作物（②） 3 mを超える擁壁や ５mを超える街路灯など、一定規模以上の工作物の新設・増築など

修繕・色彩変更
模様替え

上記の①・②に該当する建築物、工作物について外観を変更することとなる修繕などを
一定規模以上行う場合。
※色彩の変更は、現在の色と同じもので塗り替える場合も届出の対象となります。

※町内で塗替えをされる際は、まずは下記の照会先へ相談してください。

〈箱根町景観まちづくり協力店認定制度について〉
　この制度は、町の景観条例・景観計画などの要件を満たした店舗や事業所を町が「景観まちづくり協力店」として認定
し、その認定された店舗等を起点として、町と町民・事業者の皆さんが一体となって、より一層景観まちづくりを進めてい
くことを目的としています。
　対　　象　町内の店舗・事業所など
　認定基準　町内に掛かる法令・規定等を遵守するほか、別途定める基準を満たす必要があります。
　　　　　　法令等：箱根町景観条例・景観計画・自然公園法、神奈川県条例など
　　　　　　基　準：建物の外壁・屋根の色彩、屋外広告物、緑化、自動販売機など

〈景観まちづくり修景費補助制度について〉
　補助対象工事　�景観まちづくり協力店の認定に向けて、認定基準に合った改装等を行う店舗・事業所について、その修景

に掛かる費用
補助区分 概　　要 補助率 上　限

室外機等の修景
認定基準の一つとして「前面道路からエアコン等の室外機が見えない
こと」が条件となっていることから、その囲い等の設置に掛かる費用
を 1店舗につき ５台まで補助するもの。

2分の 1 ５ 千円

外観等の修景 建物の外壁等の塗替えや看板の改修（協力店の基準を満たすための修
繕に限る）等を対象とするもの。 2分の 1 10万円

〈箱根町景観フェイスブックページ・インスタグラムの紹介〉
　町の自然景観、歴史性・地域性豊かな魅力ある景観を推進するために、迅速かつ広く情報提供を行うべく、ＳＮＳを活用
した情報提供を行っています。

景観フェイスブックページ「箱根町�景観だより」 景観インスタグラムアカウント「箱根町�景観フォト」
開設日 平成2８年10月14日 開設日 平成31年 2 月 1 日

ＵＲＬ

https://www.facebook.com/hakonekeikan/

ＵＲＬ

https://www.instagram.com/hakonekeikan/

※上記のページを閲覧するのみであれば、アカウント等の登録は必要ありません。

町の景観への取り組みについてお知らせします
～制度の紹介・景観法に基づく届出について～
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故
金
栗
四
三
氏
（
１
８
９
１
～

１
９
８
３
）
の
縁
に
よ
り
熊
本
県

玉
名
市
お
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括
連

携
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締
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。

　
締
結
式
は
金
栗
氏
の
誕
生
日
で

あ
る
８
月
20
日
、
和
水
町
内
に
あ

る
金
栗
四
三
生
家
記
念
館
で
行
わ

れ
、
本
町
か
ら
は
勝
俣
副
町
長
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
金
栗
氏
は
和
水
町
に
生
ま
れ
、

半
生
を
玉
名
市
で
過
ご
し
ま
し
た
。

現
在
放
送
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
い
だ
て
ん
～
東
京
オ
リ
ム

ピ
ッ
ク
噺
～
」
で
は
主
人
公
の
一

人
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
日
本

人
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
し

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
箱

根
駅
伝
の
創
設
者
で
も
あ
り
、
第

80
回
大
会
（
２
０
０
４
年
）
か
ら

最
優
秀
選
手
に
与
え
ら
れ
る
賞
と

し
て
「
金
栗
四
三
杯
」
の
授
与
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
包
括
連
携
協
定
は
、
箱

根
駅
伝
に
よ
る
観
光
振
興
を
は
じ

め
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
、
防
災
で

連
携
や
協
力
を
図
る
も
の
で
す
。

今
後
、
箱
根
駅
伝
開
催
時
の
宣
伝

活
動
や
有
事
の
際
の
救
援
物
資
の

提
供
な
ど
防
災
に
関
す
る
連
携
な

ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
玉
名
市
お
よ
び
和
水
町
か
ら
い

た
だ
い
た
記
念
品
を
役
場
本
庁
舎

玄
関
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
企
画
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
０

“子育てする
なら箱根町”

神奈川県唯一

保育料・給食
費完全無償化

！

♥国の制度対
象外も支援♥
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箱
根
町
民
文
化
祭

日　
時　
11
月
８
日
㈮
～
10
日
㈰

9
時
～
17
時
（
最
終
日
は
16
時
ま

で
）

場　
所　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

内　
容

①�

作
品
展
示
（
絵
画
、
書
、
篆
刻
、

い
け
ば
な
、
手
工
芸
、
町
内
児

童
・
生
徒
の
作
品
な
ど
）

②�

募
集
し
た
短
歌
、
俳
句
、
エ
ッ

セ
イ
等
を
掲
載
し
た
文
芸
誌

「
箱
根
文
芸
第
55
号
」
の
配
布

（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

③�

茶
席
（
9
日
㈯
・
10
日
㈰
の
11

時
～
15
時
）

④�

ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
（
フ
ラ
ダ

ン
ス
）

　
出
演
：�

フ
ラ　
ア
オ　
ラ
ニ　

＆　
フ
ラ　
ア
オ　
ラ

ニ　
キ
ッ
ズ

　
日
時
：
10
日
㈰
11
時
～

⑤�

音
楽
の
つ
ど
い
（
コ
ー
ラ
ス
、

フ
ル
ー
ト
演
奏
）

　
日
時
：
10
日
㈰
13
時
30
分
～

　
出
演
：�

コ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
、
フ

ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

は
こ
ね

照
会
先　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

�

☎
８
２
―
２
６
９
４

　
森
の
ふ
れ
あ
い
館
は
、
秋
も
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。

ご
家
族
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　
や
す
ら
ぎ
の
森
で
「
木
の
実
」

や
「
い
き
も
の
」
な
ど
「
自
然
の

宝
も
の
」
を
探
す
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

や
、
落
ち
葉
を
つ
か
っ
た
ク
ラ
フ

ト
な
ど
、
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら

自
然
と
ふ
れ
あ
え
ま
す
。

日　
時　
10
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰

10
時
～
、
13
時
～

体
験
料　
無
料
（
別
途
入
館
料
が

必
要
）

定　
員　
各
回
20
人
（
先
着
順
）

対　
象　
小
学
生
以
上

講　

師　

公
益
社
団
法
人
日
本

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
協
会

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー　
青
木
孝
一

は
こ
じ
ょ
森
林
セ
ラ
ピ
ー
デ
イ
ズ

は
こ
じ
ょ
森
林
セ
ラ
ピ
ー
デ
イ
ズ

　
森
林
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
案
内
す
る

森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー
や
森
林
浴

ヨ
ガ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
ク
ッ
キ

ン
グ
体
験
な
ど
で
森
の
癒
し
を
感

じ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日　
時　
10
月
13
日
㈰
、
14
日
㈪

10
時
～
16
時

　

詳
細
と
参
加
登
録
は
、
ホ
ー

※�享保14年（1７2９）、江戸時代に
象が箱根関所を通り、八代将軍�
徳川吉宗のもとへ向かっていき
ました。

「箱根芦ノ湖 “夢” 劇場 第二幕」開演中！今年は、箱根関所
設置400年記念！
　江戸時代を体感できる箱根関所で繰り広げられる主なイベントを紹介します。ぜひお越しください。
※この他にも「箱根芦ノ湖“夢”劇場」では、芦ノ湖を囲む、次の施設でも楽しいイベントを用意しています。詳細は、
各施設に問い合わせてください。
照会先　箱根関所☎８3－663５／恩賜箱根公園☎８3－７4８4／箱根駅伝ミュージアム☎８3－７５11／森のふれあい館☎８3－6006
　　　　成川美術館☎８3－6８2８／芦ノ湖テラス☎８3－10７1

【箱根関所ステージ】

時代演目上演
10月 6 日、11月10日、 3月2９日
いずれも日曜日、10時～1５時の間で、 ８回程度
劇団「湯たんぽ」が面白おかしく、江戸時代の関所改めを再現します。

建物特別公開 10月12日・1９日、11月 2 日・ ９日、 3月14日　いずれも土曜日
普段は入れない関所建物の中を特別に公開します。

獄屋噺
10月 1 日・ ８日・1５日・2９日、11月 ５ 日・12日・1９日・26日
いずれも火曜日、14時、14時30分の 2回
「獄屋」の中で、本当にあった関所破りのお話をお聞かせします。

箱根関所
ガイドツアー

10月 ５ 日㈯・1７日㈭、11月16日㈯・23日㈯・30日㈯
13時から、 1時間程度
一歩踏み込んだ関所の歴史や魅力をご案内いたします。

企画展
「全国の関所」～関所
だよ！全員集合～

10月 1 日㈫～ 3月2９日㈰
江戸幕府が設置した全国５3箇所余りの関所の歴史や、現在の様子などを一堂に
会して写真パネル等で紹介する企画展を関所資料館で開催します。

シンポジウム
「全国の関所」～わが
街の関所自慢～

10月26日㈯　10時30分～16時　（開催場所：箱根ホテル）
交通史の専門家による「江戸時代の旅と関所」をテーマとした基調講演と、現
在、各関所で活躍されている方々をパネラーとしたシンポジウムを開催しま
す。「関所とは何か？」この機会にぜひお聞きください!!

ム
ペ
ー
ジ
（hakojo-lab.jp/

days2019.html

）
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

料　
金　
入
場
無
料
（
体
験
イ
ベ

ン
ト
は
有
料
）

芝
居
屋
朗
読
劇

芝
居
屋
朗
読
劇

　
横
浜
や
東
京
な
ど
で
活
躍
中
の

「
芝
居
屋
」
が
森
の
ふ
れ
あ
い
館

に
や
っ
て
き
ま
す
。
森
の
ど
う
ぶ

つ
た
ち
が
出
て
く
る
面
白
く
て
切

な
い
物
語
を
お
届
け
し
ま
す
。

日　
時　
10
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰

11
時
～
、
13
時
30
分
～

開　
場　
15
分
前
。
予
約
不
要
。

観
覧
料　
無
料
（
別
途
入
館
料
が

必
要
）

※
同
日
に
は
牛
乳
パ
ッ
ク
と
画
用

紙
で
か
わ
い
い
カ
ボ
チ
ャ
の
ラ
ン

タ
ン
風
バ
ッ
グ
の
工
作
体
験
も
で

き
ま
す
。

照
会
先　
森
の
ふ
れ
あ
い
館

�

☎
８
３
―
６
０
０
６

森
の
ふ
れ
あ
い
館
～
秋
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
～

　これまで、森のふれあい館、箱根湿生花園、箱根ジオミュージアム
（ ９月2５日現在 休館中）、箱根関所、郷土資料館の各施設において、
町民の方（家屋敷をお持ちの方も含む）の観覧料は無料でしたが、10
月 1 日から年間を通じた無料制度は廃止します。
　これに替わり新たに期間を限定して「町民等無料観覧日」を設ける
こととなりましたので、ぜひその機会に利用してください。

施　設　名 電話番号 町民等無料観覧日（毎年）
森 の ふ れ あ い 館 ☎８3―6006 ① 3 月20日～ 3月26日

② ５月20日～ ５月22日※ 1
③ ７ 月21日～ ７月2７日
④ ９月24日～ ９月30日
⑤12月1９日～12月2５日※ 2
　※ 1は湿生花園のみ
　※ 2は湿生花園を除く

箱 根 湿 生 花 園 ☎８4―７2９3
箱根ジオミュージアム ☎８3―８140
箱 根 関 所 ☎８3―663５
郷 土 資 料 館 ☎８５―７601
※その他、施設ごとに無料観覧日を設けることがあります。
利用方法　各施設の窓口で、お名前と住所（家屋敷をお持ちの方は別
荘などの所在地）を記入していただきます。
　料金・町民等無料観覧日の詳細は、各施設に問い合わせてください。

町立観光施設などの町民等無料観覧日のお知らせ

〝
タ
ッ
チ
で
１
１
９
番
通
報

「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
」〟
を

�

開
始
し
ま
し
た

　
10
月
１
日
か
ら
、
聴
覚
や
言
語

に
障
が
い
の
あ
る
方
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
電
話
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
て
、
簡
単

な
操
作
で
素
早
く
１
１
９
番
通
報

が
で
き
る
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
、
画
面
の
タ
ッ
チ

操
作
で
通
報
で

き
る
仕
組
み
で
、

外
出
先
で
も
衛

星
利
用
測
位
シ

ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ

Ｓ
）
を
活
用
し
、

利
用
者
の
通
報

位
置
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
通
報
し
た
後
は
、
引
き

続
き
直
接
文
字
の
や
り
と
り
に
よ

る
会
話
も
可
能
で
す
。

照
会
先　
消
防
署
警
備
課（
指
令
係
）

�

☎
８
２
―
４
５
１
１

　来春小学 1年生になるお子さん
を対象に、健康診断を実施します
ので、必ず受診してください。
対象の生年月日
平成2５年 4 月 2 日～26年 4 月 1 日
就学先（兼会場）・健診日
湯本小学校・11月 ７ 日㈭
箱根の森小学校・10月16日㈬
仙石原小学校・10月24日㈭
その他
該当する家庭には、 ９月中旬に通
知を郵送しますので、通知が届か
ない場合や、当日、都合が悪く欠
席する場合はご連絡ください。
照会先
教育委員会学校教育課☎８５―７600

新就学児童の
保護者の皆様へ

百
歳
の
お
祝
い
に

総
理
大
臣
か
ら

�

銀
杯
の
贈
呈

　
今
年
度
中
に
百
歳
を
迎
え
る
5

名
の
方
に
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

贈
呈
さ
れ
た
祝
状
と
記
念
品
の
銀

杯
を
伝
達
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
吉
田
ツ
ル
（
湯
本
）

○
鈴
木
ヤ
ス
（
湯
本
）

○
春
木
ハ
ナ
（
宮
城
野
）

○
安
食
チ
ョ
ウ
（
宮
城
野
）

○
榎
本
キ
ト
（
小
涌
谷
）

照
会
先　
福
祉
課

�

☎
８
５
―
７
７
９
０

長
寿
夫
妻
に

�

記
念
品
を
贈
呈

　
町
か
ら
、
結
婚
60
年
お
よ
び
50

年
の
長
寿
夫
妻
に
対
し
、
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

結
婚
60
年
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
）

○
小
賀
野
稔
・
て
る
子
（
仙
石
原
）

結
婚
50
年
（
金
婚
式
）

○
小
川
博
宣
・
ミ
ツ
子
（
湯
本
）

○
對
木
一
郎
・
久
美
子
（
湯
本
）

○
曽
根
昭
久
・
千
代
子
（
湯
本
）

○�

佐
野
喜
一
郎
・
照
代
（
湯
本
茶

屋
）

○
安
藤
雅
章
・
和
恵
（
大
平
台
）

○
小
林
三
郎
・
陽
子
（
大
平
台
）

○
安
藤
俊
平
・
良
子
（
宮
ノ
下
）

○
稲
毛
久
一
・
ふ
く
（
二
ノ
平
）

○
若
井
今
朝
人
・
静
江
（
二
ノ
平
）

○
小
林
盛
雄
・
美
惠
子
（
宮
城
野
）

○
松
本
公
則
・
サ
ダ
子
（
宮
城
野
）

○
村
木
豊
彦
・
峯
子
（
仙
石
原
）

○
勝
亦
秀
一
・
君
江
（
仙
石
原
）

○
二
ノ
宮
定
男
・
佳
子
（
仙
石
原
）

○
小
林
博
・
玖
仁
子
（
箱
根
）

照
会
先　
福
祉
課

�

☎
８
５
―
７
７
９
０

即位礼正殿の儀に伴う慶事の一環として、10月22日㈫は、郷土資料即位礼正殿の儀に伴う慶事の一環として、10月22日㈫は、郷土資料
館を無料公開とします。館を無料公開とします。

　 ９月 4日、神奈川県庁本庁舎で、
令和元年度優良ＰＴＡ神奈川県教
育委員会表彰の表彰式が行われ、
箱根中学校ＰＴＡが、優良な実績
を上げているＰＴＡ組織であると
して表彰されました。

箱根中学校ＰＴＡ
令和元年度

優良ＰＴＡ神奈川県
教育委員会表彰を受賞
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行財政改革の取組みと令和元年度　以降の財源不足への対応について

・固定資産税の超過課税だけでなく、新たな財源の検討を始めました。
　令和 6年度以降は、さらに財源不足の拡大が見込まれるため、固定資産税の超過課税だけではなく、新た
な財源の検討が必要であると考えています。そのため、本年度から、専門的かつ幅広い見地から具体的な検
討を行うことを目的とした「観光まちづくりの充実・維持に係る財源のあり方に関する検討会議」を設置
し、調査検討を始めました。

令和 ６ 年度以降の財源不足への対応について

■財政見通しによる
　財源不足額
△約 ７億3,７00万円／年

＋
■�行財政改革アクション
　プランの収支改善効果額
約 ２億3,２00万円／年

＝
●�行財政改革を行ってなお
　見込まれる財源不足額
△約 ５億５00万円／年

➡︎
固定資産税の
超過課税で
対応

　中長期の財政見通しを策定した結果、令和元年度～ ５年度に見込まれる財源不足額は年間平均約 ７億
3,７00万円となり、同期間の行財政改革アクションプランの取り組みによる収支改善効果額の年間平均約
2億3,200万円を加味しても、行財政改革を行ってなお年間平均約 ５億５00万円の財源不足が見込まれます。
　その対応として補てん財源の安定性や規模などを総合的に検討した結果、引き続き固定資産税の超過課税
を採用することが最も望ましいと考えたため、現行税率1.５８％で継続しつつ、超過課税は当分の間、実施す
ることとし、 ５年毎に見直す形としたものです。

令和元年度～ 5 年度の財源不足額とその対応

＊照会先　企画課☎８５－９５60　FAX８５－７５７７　電子メール　web_tokuteiseisaku@town.hakone.kanagawa.jp

平成30年度の財政健全化効果額
■収支改善効果額
　実績額：8,２98万円
　見込額：５,７30万円

＋
■その他効果額
　実績額：５,000万円
　見込額：５,000万円

＝
●財政健全化効果額
　実績額： １億3,２98万円
　見込額： １億 ７30万円

【財政健全化効果額の考え方】
　行財政改革アクションプランでは、取り組みにより見込まれる効果を「収支改善効果額」と
「その他効果額」の 2つに分け、その合計を「財政健全化効果額」としています。
・収支改善効果額…各年度の収支改善に寄与する効果額
　例）町税の徴収率の向上→町税収入が増え、歳入増加となります。
　　　消防職員の定数削減→職員数削減により、歳出削減となります。
・その他効果額…毎年度の収支改善に直接寄与しないものの、財政状況の改善という観点から見込まれる効果額
　例）財政調整基金の残高確保→将来のリスクに備え基金に積み立てを行い、健全な財政運営を図ります。

　「箱根町行財政改革アクションプラン」および各年度の取組状況報告書、また、町の財政
状況等を予算の仕組みとともに分かり易く記載した「箱根町のわかりやすい予算」は、役場
本庁舎 3階企画課及び出張所窓口に置いてあります。町ホームページにも掲載していますの
で、詳しくはそちらをご覧ください。

　平成2９年度に中間見直しを行い、大きな変更点として新たに重点項目に位置付けた『行政サービスの質の
向上』の取組みを盛り込むなどにより、推進項目数を4５から７6と大幅に増やし、より一層の行財政改革の推
進を図っています。
　また、平成30年度からは取り組み結果を箱根町行財政改革有識者会議で説明し、外部有識者の意見を伺い、
次年度以降の取組みに反映させることで適切な進捗管理を図っています。

箱根町行財政改革アクションプラン（平成29年度～令和 4 年度）

・取組予定75項目に対し、全ての項目に取り組みました。
　全７6の推進項目のうち、平成30年度は、予定していた７５項目の全てに取り組みました。特に、「償却資産
の申告内容調査」、「町税の徴収率の向上」、「長期継続契約制度の効果的な運用」など、収支改善効果のある
取り組みで目標を超える結果となりました。
・財政健全化効果額の実績額は、 1億3,298万円となりました。
　（【財政健全化効果額の考え方】については、 6ページを参照してください。）
　平成30年度の取組みによる財政健全化効果額の実績額は 1億3,2９８万円となり、見込額の 1億７30万円を上
回ることができました。
　この内訳は、収支改善効果額の実績額が「町税の徴収率の向上」の７,000万円、「消防職員の定数削減」の
1,0８2万円などがあり、その他効果額の実績額は「財政調整基金の残高確保」の５,000万円となりました。

平成30年度の行財政改革アクションプランの取組状況

将来に負担を先送りしない持続
可能な財政構造への早期転換
（量の改革）

基本理念 基 本 方 針 推 進 項 目 例

時代の変化に即応する行政サー
ビスの提供
（質の改革）

社会経済構造の変化に適応する
まちづくり
（活力ある地域社会の形成）

行政資源の有効活用を図るまち
づくりに向けた意識改革と実践
（意識の改革）

・償却資産の申告内容調査
・町税の徴収率の向上
・財政調整基金の残高確保

・長期継続契約制度の効果的な運用
・11９番通報受信時の多言語通訳サービス導入
・町立観光施設等の適正な運営

・子育て世代包括支援センターの開設・運営
・民間活力を利用した防災情報発信の検討
・高校生への電車・バス共通定期券の導入検討・実施

・官民が連携したまちづくり手法の検討及び推進
・業務改善制度の推進
・消防職員の定数削減

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
実
現
に
向
け
た
改
革
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猫犬
捨 や 　　 を飼うときは最後まで責任を持って!　どうしても飼えない場合は環境課（☎85－9565)に相談を。

下
水
道
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

�

開
催
の
お
知
ら
せ

　
下
水
道
事
業
を
身
近
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り

「
下
水
道
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。
お
子
様
向
け
無
料

イ
ベ
ン
ト
も
多
数
企
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日　
時　
10
月
19
日
㈯
10
時
～
15

時場　
所　
扇
町
し
ら
さ
ぎ
広
場

（
小
田
原
市
扇
町
六
丁
目
８
１
９

番
地
）

主　
催　
神
奈
川
県
・
県
下
水
道

公
社

共　
催　
酒
匂
川
流
域
関
連
市
町

内　
容　
下
水
処
理
場
見
学
・
模

擬
店
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
・
ゲ
ー

ム
・
微
生
物
の
観
察
・
水
質
実
験
・

太
鼓
や
お
囃
子
の
演
奏
な
ど

照
会
先　
上
下
水
道
温
泉
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
７

公
共
下
水
道
へ
の

�

接
続
の
お
願
い

　
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区

域
（
宮
城
野
・
強
羅
・
二
ノ
平
・

小
涌
谷
・
仙
石
原
・
箱
根
・
元
箱

根
の
各
一
部
）
に
住
ん
で
い
て
、

公
共
下
水
道
に
未
接
続
の
場
合
は
、

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。
下
水
道

へ
の
切
替
工
事
は
、
必
ず
町
の
指

定
工
事
店
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
工
事
が
始
ま
る
前
に
申
請

書
を
提
出
し
、
町
の
確
認
を
得
て

か
ら
工
事
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
工

事
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
補

助
金
や
貸
付
金
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区

域
や
、
町
の
指
定
工
事
店
、
補
助

金
や
貸
付
金
の
制
度
利
用
に
つ
い

て
知
り
た
い
場
合
な
ど
、
疑
問
や

不
明
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
上
下
水
道
温
泉
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
７

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

更
新
講
習
会
・

�

県
内
統
一
試
験

　
下
水
道
排
水
設
備
責
任
技
術
者

の
資
格
を
更
新
す
る
た
め
の
更
新

講
習
会
お
よ
び
資
格
を
新
た
に
取

得
す
る
た
め
の
県
内
統
一
試
験
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

〈
更
新
講
習
会
〉

日　
程　
令
和
2
年
1
月
21
日
㈫

～
23
日
㈭
の
う
ち
い
ず
れ
か
希
望

す
る
日

場　
所　
サ
ン
ピ
ア
ン
か
わ
さ
き

（
川
崎
市
立
労
働
会
館
）
川
崎
市

川
崎
区
富
士
見
２
―
５
―
２

手
数
料　
５
，
２
０
０
円

申
込
方
法　
令
和
元
年
11
月
29
日

㈮
ま
で
に
指
定
の
場
所
へ
郵
送
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
更
新
講
習
対
象
者
に
は
10
月
中

旬
頃
に
案
内
お
よ
び
申
込
書
な
ど

が
直
接
郵
送
さ
れ
ま
す
。

〈
責
任
技
術
者
試
験
〉

日　
程　
令
和
2
年
2
月
6
日
㈭

場　
所　
川
崎
市
教
育
文
化
会
館

川
崎
市
川
崎
区
富
士
見
２
―
１
―

3手
数
料　
５
，
２
０
０
円

申
込
書
の
配
布　
10
月
8
日
㈫
～

11
月
15
日
㈮

申
込
方
法　
11
月
29
日
㈮
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
指
定
の
場
所
へ
郵

送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
上
下
水
道
温
泉
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
７

10
月
１
日
は

「
浄
化
槽
の
日
」

　
浄
化
槽
に
関
す
る
諸
制
度
を
整

備
し
た
「
浄
化
槽
法
」
が
昭
和
60

年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
の
を

記
念
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
浄

化
槽
は
、
し
尿
や
生
活
雑
排
水
を

処
理
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
、

下
水
道
と
と
も
に
普
及
し
て
い
ま

す
。
設
置
者
（
管
理
者
）
に
は
、

保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
点
検
が

浄
化
槽
法
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

○
適
正
な
管
理
の
お
願
い

　
維
持
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
い

と
川
や
湖
の
水
質
が
悪
化
す
る
原

因
に
な
り
ま
す
。

・�

３
～
４
か
月
に
１
回
以
上
の
保

守
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・�

浄
化
槽
の
種
類
に
よ
っ
て
、
清

掃
回
数
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

必
ず
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・�

法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
設
置
後

３
～
８
か
月
以
内
（
第
７
条
検

査
）、
年
１
回
（
第
11
条
検
査
）

受
検
し
ま
し
ょ
う
。

○
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

　
既
存
の
単
独
処
理
浄
化
槽
等
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換
設
置

す
る
方
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

対　
象　
下
水
道
事
業
計
画
に
定

め
ら
れ
た
予
定
処
理
区
域
外
の
区

域
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
居
住
し

て
い
る
方
・
町
税
等
を
滞
納
し
て

い
な
い
方
・
申
請
年
度
内
に
工
事

を
完
了
で
き
る
方

※
建
築
確
認
申
請
が
伴
う
新
築
や

増
改
築
は
対
象
外

申
請
方
法　
工
事
着
手
前
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
環
境
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
５

　10頭以上の犬や猫を飼育する場合の
届出制度が始まります。
　近年、多頭飼育により犬や猫を飼い
きれなくなる事例や多頭飼育に起因す
る犬や猫の不適正飼育、騒音、悪臭な
ど近隣の生活環境への悪化による苦情
が寄せられる事例が増加しています。
そこで、多頭飼育に関する情報を早期
に把握し、飼い主への支援や指導を行
えるよう、届出制度を新設しました。
　10頭以上の犬や猫を飼育している方
は、小田原保健福祉事務所への届出が
必要になりますので、詳細は問い合せ
てください。
照会先
小田原保健福祉事務所環境衛生課
� ☎046５－32－８000㈹

犬および猫の
多頭飼育届出制度を
新設しました

令
和
２
年
４
月
入
園

町
立
認
定
こ
ど
も
園
・

保
育
所
・
幼
稚
園
児
を
募
集

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所

　
申
し
込
み
が
必
要
と
な
る
の
は
、

令
和
2
年
度
に
初
め
て
対
象
乳
幼

児
の
入
園
を
希
望
す
る
場
合
で
す
。

　
在
園
児
に
つ
い
て
は
、
通
園
し

て
い
る
園
に
就
労
証
明
書
、
税
務

資
料
な
ど
の
関
係
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

対　
象　
５
か
月
～
５
歳
児
（
平

成
26
年
４
月
２
日
～
令
和
元
年
11

月
１
日
生
ま
れ
）
で
、
乳
幼
児
の

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
項

目
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
あ
る
場

合○
就
労
し
て
い
る
場
合

○�

出
産
・
病
気
・
負
傷
・
心
身
に

障
が
い
が
あ
り
、
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合

○�

長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に

障
が
い
の
あ
る
人
の
介
護
を
保

護
者
が
常
時
行
っ
て
い
る
場
合

○�

火
災
・
風
水
害
・
地
震
な
ど
の

災
害
に
遭
い
、
そ
の
復
旧
ま
で

の
間
保
育
が
で
き
な
い
場
合

○�
求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含
む
）

を
し
て
い
る
場
合

○�

就
学
し
て
い
る
場
合

○�

虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
○�

8
時
30
分
か
ら
14
時
ま
で
の
教

育
標
準
時
間
入
所
を
希
望
す
る

子
ど
も
（
1
号
認
定
）
を
持
つ

場
合

保
育
時
間　
次
の
時
間
中
、
保
育
・

教
育
が
必
要
な
時
間

・
月
～
金
曜
日

　
７
時
30
分
～
18
時
30
分

・
土
曜
日

　
８
時
30
分
～
16
時
30
分

申
込
方
法　
入
所
申
込
書
な
ど
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
入
園
希
望

の
認
定
こ
ど
も
園
ま
た
は
保
育
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
所
お
よ

び
子
育
て
支
援
課
で
10
月
15
日
㈫

か
ら
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間　
11
月
5
日
㈫
～
22
日

㈮※
受
付
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
応

募
は
、
２
次
選
考
対
象
と
な
り
ま

す
。

提
出
書
類

・�

支
給
認
定
申
請
書
兼
保
育
所
等

入
所
申
込
書

・�

事
業
所
か
ら
の
就
労
証
明
書

（
病
気
や
出
産
の
場
合
は
、
医

師
の
診
断
書
な
ど
）

・�

児
童
健
康
調
査
票

・�

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
を
証

明
す
る
書
類
（
１
号
認
定
こ
ど

も
は
提
出
不
要
）

・�

保
護
者
の
令
和
元
年
度
県
民
税
・

市
町
村
民
税
課
税
（
非
課
税
）

証
明
書
な
ど
（
平
成
31
年
1
月

1
日
現
在
で
町
内
に
居
住
し
て

い
な
い
方
が
対
象
。
ま
た
、
同

一
世
帯
で
収
入
の
あ
る
家
族
が

い
る
場
合
は
、
そ
の
分
も
必
要
）

※
書
類
に
不
備
、
不
足
が
あ
る
場

合
は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

後
日
提
出
書
類　
保
護
者
の
令
和

2
年
度
県
民
税
・
市
町
村
民
税
課

税
（
非
課
税
）
証
明
書
な
ど
（
令

和
2
年
１
月
１
日
時
点
で
町
内
に

居
住
し
て
い
な
い
人
が
対
象
。
同

一
世
帯
で
収
入
の
あ
る
家
族
が
い

る
場
合
は
、
そ
の
分
も
必
要
）

そ
の
他　
家
庭
の
事
情
に
よ
り
５

月
以
降
に
入
園
を
希
望
す
る
場
合

は
、
入
所
申
込
書
に
資
料
を
添
付

し
、
入
園
希
望
の
前
月
15
日
ま
で

に
希
望
す
る
認
定
こ
ど
も
園
・
保

育
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

箱
根
幼
稚
園

該
当
す
る
児
童　

３
～
５
歳
児

（
平
成
26
年
４
月
２
日
～
29
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

保
育
時
間　
月
～
金
曜
日
の
８
時

30
分
～
14
時

預
か
り
保
育
時
間

　
箱
根
幼
稚
園
で
は
預
か
り
保
育

を
実
施
し
、
働
く
ご
家
庭
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

・
通
常　
14
時
～
16
時
30
分

・
延
長
（
必
要
に
応
じ
て
実
施
）

　
早
朝　
７
時
30
分
～
８
時
30
分

　
夕
方　
16
時
30
分
～
17
時
30
分

申
込
方
法　
入
園
願
書
な
ど
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
関
係
書
類
を

添
え
て
、
箱
根
幼
稚
園
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
願
書
は
箱
根
幼
稚

園
お
よ
び
子
育
て
支
援
課
で
10
月

15
日
㈫
か
ら
配
布
し
ま
す
。　

受
付
期
間　
11
月
5
日
㈫
～
22
日

㈮提
出
書
類

・
入
園
願
書

・
支
給
認
定
申
請
書

・�

保
護
者
の
令
和
元
年
度
県
民
税
・

市
町
村
民
税
課
税
（
非
課
税
）

証
明
書
等
（
平
成
31
年
1
月
1

日
現
在
で
町
内
に
居
住
し
て
い

な
い
方
が
対
象
。
ま
た
、
同
一

世
帯
で
収
入
の
あ
る
家
族
が
い

る
場
合
は
、
そ
の
分
も
必
要
）

後
日
提
出
書
類　
認
定
こ
ど
も
園
・

保
育
所
に
準
じ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

C
C

C
C

照
会
先　
子
育
て
支
援
課

�

☎
８
５
―
９
５
９
５

●
認
定
こ
ど
も
園

　
湯
本
幼
児
学
園

�

☎
８
５
―
５
４
４
４

　
仙
石
原
幼
児
学
園

�

☎
８
4
―
８
３
８
６

●
保
育
所

　
宮
城
野
保
育
園

�

☎
８
2
―
２
５
４
３

●
幼
稚
園

　
箱
根
幼
稚
園

�

☎
８
3
―
６
１
５
９

C
C

C
C
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女
性
活
躍
推
進
法
等
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　
女
性
活
躍
推
進
法
等
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
女
性
活
躍
推

進
法
に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動

計
画
の
策
定
義
務
が
常
用
労
働
者

１
０
１
名
以
上
の
事
業
主
に
拡
大

さ
れ
る
ほ
か
、
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
措

置
が
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
神
奈
川
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
部
指
導
課

☎
０
４
５
―
２
１
１
―
７
３
８
０

10
月
７
日
㈪
～
13
日
㈰
は

�

行
政
相
談
週
間

　
行
政
相
談
週
間
行
事
の
一
環
と

し
て
、
行
政
相
談
委
員
が
中
心
と

な
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

（
申
込
不
要
）

日　
時　
10
月
11
日
㈮
13
時
30
分

～
15
時
30
分

場　
所　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

内　
容　
国
の
行
政
機
関
の
業
務
、

公
団
や
公
庫
な
ど
の
特
殊
法
人
、

独
立
行
政
法
人
、
国
の
補
助
に
係

る
業
務
、
県
お
よ
び
市
町
村
が
国

か
ら
法
定
受
託
し
て
い
る
業
務
な

ど
に
関
す
る
相
談

相
談
員　
行
政
相
談
委
員
（
曽
我

眞
、
村
上
ち
ず
子
）

※
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
、
皆
さ
ん
の
相

談
相
手
と
し
て
、
国
の
行
政
機
関

な
ど
の
業
務
に
関
す
る
苦
情
の
相

談
に
応
じ
、
相
談
者
に
必
要
な
助

言
や
関
係
機
関
へ
苦
情
を
通
知
す

る
な
ど
、
問
題
の
解
決
を
促
し
ま

す
。

照
会
先

・
総
務
防
災
課
（
町
民
係
）

�

☎
８
５
―
７
１
６
０

・�

総
務
省
神
奈
川
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課

�

☎
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

糖
尿
病
週
間
行
事

「
は
じ
め
て
み
よ
う
運
動
療
法
」

　
糖
尿
病
の
方
、
予
備
軍
の
方
、

糖
尿
病
に
つ
い
て
学
ん
で
み
た
い

方
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
程　
11
月
10
日
㈰

〈
午
前
の
部
〉

〈
午
前
の
部
〉

時　
間　
10
時
～
12
時
（
受
付
９

時
45
分
～
）

内　
容　
調
理
実
習
・
栄
養
相
談

「
バ
イ
キ
ン
グ
で
カ
ロ
リ
ー

チ
ェ
ッ
ク
！
」

講　
師　
神
奈
川
県
栄
養
士
会

定　
員　
先
着
35
名
（
申
込
制
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん

〈
午
後
の
部
〉

〈
午
後
の
部
〉

時　
間　
13
時
～
15
時
（
受
付
12

時
30
分
～
）

内　
容　
講
演
「
今
日
か
ら
で
き

る
糖
尿
病
の
予
防
と
自
己
管
理
～

次
の
健
診
が
楽
し
み
に
な
る
生
活

習
慣
改
善
の
虎
の
巻
～
」

講　

師　

か
た
や
ま
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長　
片
山　
隆
司　
先

生定　
員　
先
着
１
０
０
名

場　
所　
川
東
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

マ
ロ
ニ
エ
（
小
田
原
市
中
里
２
７

３
―
６
）

申
込
・
照
会
先　
糖
尿
病
週
間
行

事
実
行
委
員
会
事
務
局
（
小
田
原

市
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
４
６
５
―
４
７
―
４
７
２
３

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が

一
定
基
準
額
以
下
の
、
年
金
受
給

者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は

請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
案
内

や
事
務
手
続
き

は
、
日
本
年
金
機

構
（
年
金
事
務
所
）

が
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

①
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
て

左
記
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
方

◆
65
歳
以
上
で
あ
る

◆�

世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が

非
課
税
と
な
っ
て
い
る

◆�

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額

の
合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ

る
②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
て
左
記
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
方

◆�

前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万

円
以
下
で
あ
る

●
請
求
手
続
き

①
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

◆�

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご

案
内
が
９
月
上
旬
か
ら
順
次
届

き
ま
す
。
同
封
の
は
が
き
（
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）

を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年

金
を
受
給
し
は
じ
め
た
方

◆�

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て

年
金
事
務
所
ま
た
は
市
区
町
村

で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

か
ら
、
口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た

り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
ご
請

求
で
お
困
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

お
電
話
く
だ
さ
い
。

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
４
０
９
２

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
虐
待

は
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
認
知
症
や
障

が
い
に
対
す
る
理
解
不
足
、
家
族

の
介
護
疲
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
あ
り
ま
す
。

　
虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、
ま
た

地
域
全
体
で
見
守
り
、
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
は
健
や
か
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
、
万
が
一
の
虐
待
か
ら
も

救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
が

�

虐
待
に
な
り
ま
す

　
虐
待
は
大
き
く
５
つ
に
分
か
れ
、

い
く
つ
か
の
虐
待
が
重
ね
て
行
わ

れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
身
体
的
虐
待

　
暴
力
を
ふ
る
い
体
に
傷
や
痛
み

を
負
わ
せ
る
こ
と
、
身
動
き
が
と

れ
な
い
状
態
に
す
る
こ
と
。

（
例
）
た
た
く
、
蹴
る
、
縛
り
付

け
る
、
無
理
や
り
食
事
を
口
に
入

れ
る

◇
心
理
的
虐
待

　
侮
辱
や
拒
絶
の
言
葉
・
態
度
で
、

精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

（
例
）
怒
鳴
る
、
悪
口
を
言
う
、

子
ど
も
扱
い
す
る
、
意
図
的
に
無

視
す
る
、
心
理
的
苦
痛
を
与
え
る

◇
性
的
虐
待

　
無
理
や
り
（
ま
た
は
同
意
と
見

せ
か
け
）
わ
い
せ
つ
な
こ
と
を
し

た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

（
例
）
人
前
で
お
む
つ
を
交
換
す

る
、
下
着
の
ま
ま
放
置
す
る
、
わ

い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
（
さ
せ
る
）

◇
経
済
的
虐
待

　
本
人
の
同
意
な
し
に
財
産
や
年

金
、
賃
金
な
ど
を
使
う
こ
と
。
ま

た
、
理
由
な
く
金
銭
を
与
え
な
い

こ
と
。

（
例
）
不
動
産
や
年
金
、
預
金
を

勝
手
に
使
う
、
必
要
な
金
銭
を
渡

さ
な
い

◇
ネ
グ
レ
ク
ト
（
介
護
や
世
話
の

放
棄
）

　
食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ

物
な
ど
の
世
話
や
介
助
を
ほ
と
ん

ど
せ
ず
、
心
身
を
衰
弱
さ
せ
る
こ

と
。

（
例
）
食
事
を
与
え
な
い
、
入
浴

さ
せ
な
い
、
受
診
さ
せ
な
い

虐
待
の
原
因
の
一
つ
は

�

介
護
疲
れ
で
す

　
介
護
者
の
心
身
の
疲
労
は
、
虐

待
の
主
な
原
因
の
一
つ
で
す
。

　
介
護
は
長
期
に
わ
た
る
こ
と
が

多
く
、
ま
た
「
自
分
（
た
ち
）
で

や
ら
な
け
れ
ば
」
と
、
家
族
だ
け

で
全
て
を
抱
え
こ
も
う
と
す
る
場

合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護

者
の
負
担
が
限
界
に
達
し
た
と
き
、

虐
待
と
い
う
結
果
を
招
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
短
期
入
所
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
で
介
護
者
の
負
担
を
減
ら

し
、
冷
静
に
な
れ
る
時
間
や
休
息

で
き
る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

「
高
齢
者
虐
待
防
止

�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」で

�

虐
待
防
止
へ

　

町
で
は
「
高
齢
者
虐
待
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
け
、
各
関

係
機
関
の
連
携
を
強
化
し
、
高
齢

者
虐
待
防
止
の
支
援
方
法
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
自
治

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
保
健
福
祉
事

務
所
、
医
療
機
関
、
警
察
署
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
町
な
ど
の
機
関
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
を
上
手
に

�

利
用
し
ま
し
ょ
う

　
虐
待
を
し
て
い
る
本
人
に
は
、

虐
待
を
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が

な
い
場
合
が
多
い
で
す
。

　
虐
待
さ
れ
て
い
る
側
も
、
介
護

し
て
く
れ
て
い
る
家
族
を
か
ば
う

こ
と
、
ま
た
、
虐
待
さ
れ
て
い
る

事
実
を
周
囲
に
知
ら
れ
た
く
な
い

と
い
っ
た
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
介
護
を
し
て
い
る
人
は
、
悩
み

や
心
配
ご
と
を
一
人
で
抱
え
こ
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。
専
門
機
関
や

相
談
窓
口
を
上
手
に
活
用
し
な
が

ら
、
介
護
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。周

囲
の
気
付
き
と

　
　
通
報
が

�

み
ん
な
を
救
い
ま
す

　
虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
周
囲
の
早

期
発
見
が
重
要
で
す
。

　
守
秘
義
務
に
よ
り
、
通
報
者
名

と
そ
の
内
容
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

虐
待
を
発
見
し
た
と
き
や
、
虐
待

か
も
と
い
う
疑
い
を
持
っ
た
と
き

に
は
、
す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
介
護
に

関
す
る
相
談
／
虐
待
の
通
報
先

　
福
祉
課�

☎
８
５
―
７
７
９
０

◆
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
相
談

　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
８
５
―
３
０
０
２

　　　　　と　　　　　　で

高齢者高齢者と障がい者障がい者を
� 虐待� 虐待から守守る

早期発見早期発見 見守り・支援見守り・支援
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芸
能
発
表
会

日　
時　
10
月
13
日
㈰
13
時

場　
所　
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー

内　
容　
箱
根
に
伝
わ
る
子
ど
も

ば
や
し
、
獅
子
舞
、
踊
り
な
ど
の

発
表

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム・リ
レ
ー
」

�

参
加
者
募
集

　
神
奈
川
県
西
部
地
域
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ズ
連
絡
会
の
加
入
施
設
が
企

画
展
等
の
展
示
解
説
を
リ
レ
ー
形

式
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
郷
土
資
料
館
で
は
、
秋
季
企
画

展
「
箱
根
登
山
鉄
道
開
通
１
０
０

周
年
記
念
箱
根
登
山
鉄
道
の
あ
ゆ

み
」
を
中
心
に
解
説
を
行
い
ま
す
。

開
催
日
時　
11
月
15
日
㈮

　
　
　
　
　
14
時
～
16
時

申
込
方
法　
11
月
14
日
㈭
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

主　

催　

神
奈
川
県
西
部
地
域

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ズ
連
絡
会

定　
員　
20
名
（
先
着
順
）

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
郷
土
資
料
館

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

か
な
が
わ
消
防
フ
ェ
ア

２
０
１
９ 

in�

小
田
原
城

　
県
民
の
皆
さ
ん
に
消
防
へ
の
理

解
と
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
平
成
26
年
か
ら
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
６
回
目
の
今
年
は
、

小
田
原
市
の
「
小
田
原
城
址
公
園
」

に
て
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
10
月
26
日
㈯
12
時
～
15

時場　
所　
小
田
原
城
址
公
園
二
ノ

丸
広
場

内　
容　
消
防
車
両
展
示
、
消
火

体
験
、
救
命
体
験
等
の
ほ
か
、
消

防
う
ど
ん
の
無
料
提
供
な
ど
。

照
会
先　
消
防
本
部
消
防
総
務
課

�

☎
８
２
―
４
５
１
２

箱
根
大
名
行
列
保
存
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
箱
根
を
代
表
す
る
祭
り
の
１
つ

で
、
毎
年
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ

る
箱
根
大
名
行
列
は
、
江
戸
時
代

の
参
勤
交
代
の
様
子
を
再
現
し
た

も
の
で
、
多
く
の
観
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

　
こ
の
大
名
行
列
は
、
箱
根
大
名

行
列
保
存
会
が
中
心
と
な
っ
て
お

り
、
本
番
前
に
は
演
技
や
衣
装
着

付
け
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
箱
根
関
所
４
０
０
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る

「
関
所
大
名
行
列
」
に
て
演
技
を

行
い
、
多
く
の
方
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
会
員
を
随
時
募
集
中
で
す
。
伝

統
行
事
に
参
加
し
た
い
方
、
奴
踊

り
や
衣
装
の
着
付
け
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
一
緒
に
大
名
行
列
を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

照
会
先　
（
一
財
）
箱
根
町
観
光

協
会　
栗
田

�

☎
８
５
―
５
４
４
３

「
特
定
健
康
診
査
の
情
報
提

供
書
」提
出
協
力
の
お
願
い

　
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
40
～
74
歳
の
方
を
対
象

に
、
特
定
健
康
診
査
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
当
町
の
受
診
率
は
30
％

台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
診
率
向

上
の
取
り
組
み
と
し
て
、
町
の
特

定
健
康
診
査
以
外
の
健
康
診
査

（
人
間
ド
ッ
ク
・
職
場
の
健
診
等
）

を
受
け
た
方
は
、
特
定
健
康
診
査

情
報
提
供
書
の
提
出
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

提
出
期
間　
10
月
1
日
㈫
～
令
和

2
年
9
月
30
日
㈬

対
象
者　
箱
根
町
国
民
健
康
保
険

加
入
の
昭
和
20
年
4
月
1
日
か
ら

昭
和
54
年
3
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
・
町
の
特
定
健
康
診
査
以

外
の
健
康
診
査
（
人
間
ド
ッ
ク
・

職
場
の
健
診
等
）
を
受
け
た
方
で

健
診
結
果
を
お
持
ち
の
方
。
た
だ

し
、
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・
血
圧
・

尿
・
脂
質
・
肝
機
能
・
血
糖
値
の

検
査
項
目
が
全
て
必
要
で
す
。

　
な
お
、
体
重
・
腹
囲
の
項
目
が

未
実
施
の
方
は
、
保
健
師
が
測
定

し
ま
す
の
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
・
提
出
場
所　
保
険
健

康
課
・
各
出
張
所
・
さ
く
ら
館

　
な
お
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

申
込
・
照
会
先　
保
険
健
康
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
４

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
予
防
接
種
後
、
免
疫
が
つ
く
ま

で
、
２
週
間
程
度
必
要
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
方

は
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
に
連
絡
し
、
早
め
に
接
種
し

ま
し
ょ
う
。

対　
象　
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

接
種
日
当
日
に
次
の
い
ず
れ
か
の

条
件
を
満
た
し
て
い
る
方

○
65
歳
以
上
の
方

○�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
が
あ

る
方

※
機
能
障
が
い
が
あ
る
方
は
、
医

師
の
診
断
書
ま
た
は
身
体
障
害
者

手
帳
（
１
級
程
度
）
の
写
し
な
ど
、

接
種
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明

で
き
る
資
料
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

接
種
期
間　
10
月
１
日
㈫
～
令
和

２
年
２
月
29
日
㈯

自
己
負
担
額　
１
，
７
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
町
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
、
申
請
に
よ

り
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
費
用
が

全
額
助
成
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る

方
は
、
印
鑑
、
本
人
を
確
認
で
き

る
も
の
（
保
険
証
な
ど
）
を
持
参

し
、
さ
く
ら
館
ま
た
は
保
険
健
康

課
、
出
張
所
で
事
前
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

公
費
負
担
で
の
接
種
回
数　
１
回

実
施
医
療
機
関　
町
内
医
療
機
関
、

小
田
原
医
師
会
ま
た
は
足
柄
上
医

師
会
医
療
機
関
（
要
事
前
予
約
）

照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

こ
ど
も
た
ち
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に

～
里
親
制
度
を

�

ご
存
知
で
す
か
～

＊
10
月
は
里
親
月
間
で
す
＊

◆
里
親
制
度
と
は
…

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭

で
生
活
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も

の
た
め
に
里
親
の
家
庭
を
提
供
し
、

あ
た
た
か
い
愛
情
と
理
解
を
も
っ

て
育
て
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
が

「
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
権

利
」
を
守
る
制
度
で
す
。

　
里
親
に
は
、
養
子
縁
組
を
し
て

自
分
の
子
ど
も
と
し
て
育
て
る
だ

け
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
な
活
動

も
あ
り
ま
す
。

長
期
委
託　
子
ど
も
と
の
養
子
縁

組
を
せ
ず
に
長
期
間
の
養
育
を
目

的
と
し
た
委
託

緊
急
一
時
保
護
委
託　
家
庭
で
の

養
育
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た

子
ど
も
の
養
育
を
目
的
と
し
た
委

託３
日
里
親　
施
設
で
暮
ら
し
て
い

る
子
ど
も
の
家
庭
体
験
を
目
的
と

し
た
活
動

■
里
親
講
座
の
お
知
ら
せ

日　
時　
10
月
25
日
㈮
10
時
～
12

時場　
所　
児
童
養
護
施
設　
ゆ
り

か
ご
園
（
小
田
原
市
酒
匂
２
丁
目

41
―
39
）

内　
容　
①
里
親
制
度
説
明　
②

里
親
体
験
談

申
込
先　
小
田
原
児
童
相
談
所

☎
０
４
６
５
―
３
２
―
８
０
０
０
㈹

　
「
里
親
制
度
」
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
次
の
照
会
先
へ
。

照
会
先

強
羅
暁
の
星
園

�

☎
８
２
―
２
８
５
３

箱
根
恵
明
学
園

�

☎
８
２
―
２
８
６
１

小
田
原
児
童
相
談
所

☎
０
４
６
５
―
３
２
―
８
０
０
０
㈹

安
全・安
心
ま
ち
づ
く
り
旬
間

10
月
11
日
㈮
～
20
日
㈰

「
み
ん
な
で　
つ
く
ろ
う

�

　
安
心
の
街
」

　
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
旬
間

は
、
全
国
地
域
安
全
運
動
に
合
わ

せ
、
神
奈
川
県
下
で
一
斉
に
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す

る
期
間
で
す
。

○
詐
欺
に
気
を
付
け
よ
う

　

小
田
原
警
察
署
管
内
で
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取

る
詐
欺
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

手
口
と
し
て
は
、
警
察
官
や
金
融

機
関
の
職
員
を
装
い
、「
あ
な
た

の
口
座
が
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
い

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
交
換
し
ま

す
の
で
、
今
の
カ
ー
ド
と
暗
証
番

号
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
」
な
ど

と
言
い
、
だ
ま
し
取
ろ
う
と
し
ま

す
。

　
他
人
に
カ
ー
ド
を
渡
す
こ
と
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

ら
警
察
や
家
族
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

○
置
引
き
に
気
を
付
け
よ
う

　
荷
物
は
、
い
つ
も
目
の
届
く
範

囲
に
置
き
、
で
き
る
だ
け
手
を
添

え
て
い
ま
し
ょ
う
。

○
車
上
ね
ら
い
に
気
を
付
け
よ
う

　
少
し
の
間
で
も
、
車
を
離
れ
る

と
き
は
必
ず
施
錠
を
し
、
鞄
や
貴

重
品
を
車
内
に
置
い
た
ま
ま
に
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

照
会
先　
総
務
防
災
課（
町
民
係
）

�

☎
８
５
―
７
１
６
０

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
９
月
12
日
、
第
63
回
敬
老
会
が

星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ
箱
根
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
３
０
０
人
余
り
の
高

齢
者
が
参
加
し
、
町
内
の
活
動
グ

10月は食品ロス削減推進月間です
　「食品ロス」とは、本来まだ食べら
れるにも関わらず捨てられてしまう食
べ物のことを言い、全国で年間約643
万トンも発生しています。ご家庭での
買い物や調理・食事、外食時の工夫等
を通じて私たちにできることに取り組
んでみましょう。
家庭での取り組み
・�冷蔵庫や食品庫にある食材を確認
し、必要な分だけ購入して食べきれ
る量を作りましょう。

外食時の取り組み
・�小盛りメニューやハーフサイズを活
用し、食べきれる量だけ注文しま
しょう。

� 照会先　環境課☎８５─９５6５

おいしく食べて　なくそう、食品ロス。

ル
ー
プ
に
よ
る
踊
り
、
健
康
体
操
、

湯
本
幼
児
学
園
の
園
児
に
よ
る
踊

り
が
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
式
典
で
は
、
老
人
福
祉

の
向
上
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
４

人
の
方
々
に
、
町
長
か
ら
感
謝
状

と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
老
人
福
祉
事
業
功
労
者
（
敬
称

略
）

◎
那
須
千
壽
子
（
湯
本
茶
屋
）

◎
玉
木
三
郎
（
大
平
台
）

◎
神
戸
輝
子
（
強
羅
）

◎
笹
川
輝
次
（
箱
根
）

照
会
先　
福
祉
課

�

☎
８
５
―
７
７
９
０
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広報はこね　2019.Octoberhttp://www.hakone-geopark.jp/箱根ジオパーク

私の イチオシ

箱根ジオパークの
拠点施設の方や学芸員に
いちおしのジオサイト等
を紹介してもらうよ！

箱根土曜塾からのお知らせ　№05

　こんにちは。「箱根町立郷土資料館」館長の鈴木です。今回は数あるジオサイトの中で、
「元箱根石仏群」を紹介しましょう。

　　　　　　　　　　　「元箱根石仏群」は、芦之湯温泉に近い精
しょうじんがいけ
進池周辺にある多くの石仏や石塔のことを言い

ます。ここはちょうど駒ケ岳と上二子山間の尾根の一番低い場所に位置し、両側の溶岩を彫りぬいた「六道地蔵」
や「二十五菩薩」と呼ばれる磨

ま
崖
がい
仏
ぶつ
や、溶岩を切り出して造られた「曽我兄弟・虎御前の墓」と呼ばれる五輪塔や

「多田満仲の墓」と呼ばれる宝
ほう
篋
きょう
印
いん
塔
とう
などの石塔があって、銘文などからいずれも約700年前、鎌倉時代の後期に

造られたものであることがわかります。
　これらの石仏や石塔をよく見てみましょう。「六道地蔵」や「二十五菩薩」
といった磨崖仏のほとんどはお地蔵さんです。また五輪塔の一つにもお地蔵さ
んを信仰する人たちがつくる「地

じ
蔵
ぞう
講
こう
」によって建てられたことが記されてい

て、どうやらこの辺りは当時、地蔵信仰の霊地だったことがうかがえます。
　なぜ、ここに地蔵信仰の霊地となったのでしょうか？これらが造られた鎌倉
時代後期、ここは箱根越えの湯坂道が通り、多くの旅人が行き交いました。そ
の一人、都の貴族「飛

あすか
鳥井

い
雅
まさ
有
あり
」は、ちょうど箱根を越えた時に、この辺りは

行倒れる人も多く、「地獄」と呼ばれていると記しています。箱根越えの厳し
さと、時折噴煙を噴き上げる精進池周辺の荒涼とした風景から、まさにこの地
は地獄と恐れられていたのですね。それゆえ地獄へ往く人々を救う仏として地
蔵信仰がこの地に広がったと考えられています。
　今、日本有数の観光地として多くの観光客が訪れる箱根の姿からは想像もで
きないかもしれませんが、実は今日に至るまでの長い歴史の中で、箱根が「地
獄」と恐れられていた時代が確かにあったことを、この石仏や石塔は私たちに
語りかけてくれます。

照会先　教育委員会生涯学習課　箱根町立郷土資料館　☎85－7601
ホームページ　https://www.town.hakone.kanagawa.jp/index.../6,420,14,９９,html

　町では、園・小・中一貫教育を推進するため、各園・学校の代表の教職員と教育委員会を代表す
る職員で構成する「一貫教育推進運営委員会」をはじめ、各種部会を組織し、研究しながら一貫教
育を推進しています。
　今回は、各種部会のうち、「学校図書教育推進委員会」の取り組みを紹介します。
　各小・中学校には図書室があり、町では、毎年度定期的に本を購入し、学校図書の充実を図って
いますが、購入する本の選び方や本に触れる機会などを工夫しています。
　例えば、各学校で「選書会」を開催し、様々なジャンルの本を各学校に一定期間展示します。そ
して、子ども達や教職員が実際に本を手に取って選んだ、子ども達が読んでみたい本や、教職員が
子ども達に読んでもらいたい本を購入するようにしています。
　さらには、選書会を通じて各学校に購入した本については、「ブックシェア」と称して、順番に
３小学校に貸し出し、子ども達により多くの図書に触れる機会を設けています。
　こうした取組を通じて、子ども達が本に親しみを持ち、読書の楽しさを味わってもらい、読書の
習慣が身に付くことを期待しています。

箱根町『園・小・中学校一貫教育（分離型）』
学校図書教育推進編

～「箱根土曜塾」の様子をご紹介します～
　 8月21日に開講式を迎えた箱根土曜塾ですが、普段の授業はどのように行われているか、生徒の様
子および授業風景を少しご紹介します。

教
育
部
会
一
般
講
座

「
戦
国・江
戸
時
代
を
支
え
た
石
」

�

開
催
し
ま
す
！

　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
石
を
山

な
ど
か
ら
切
り
出
し
た
場
所
で
あ

る
「
石い

し

丁ち
ょ
う

場ば

」
が
多
く
残
さ
れ
て

お
り
、
ジ
オ
サ
イ
ト
「
早
川
石
丁

場
群
」（
小
田
原
市
）
や
「
真
鶴

半
島
採
石
場
跡
」（
真
鶴
町
）
で

は
江
戸
城
の
築
城
の
際
は
、
た
く

さ
ん
の
石
材
が
採
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
有
数
の
石
材
の
産
地
で
あ

り
、
戦
国
・
江
戸
時
代
を
支
え
た

箱
根
火
山
か
ら
噴
出
し
た
「
石
」

に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

日　
時　
10
月
19
日
㈯
14
時
～
16

時
（
受
付
13
時
30
分
～
）

場　
所　
県
立
生
命
の
星
・
地
球

博
物
館　
講
義
室
（
小
田
原
市
入

生
田
４
９
９
）

講　
演

◆
『
石
材
と
し
て
使
わ
れ
た
箱
根

火
山
の
石
と
は
』

県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館

�

山
下
浩
之
専
門
学
芸
員

◆
『
小
田
原
の
石
切
（
石
工
）
と

石
丁
場
』

小
田
原
城
天
守
閣

�

佐
々
木
健
策
学
芸
員

定　
員　
１
０
０
名
（
先
着
順
）

箱根土曜塾についての詳細は、学校教育課まで！（☎８5－7600）

照
会
先　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
教
育
部
会
事
務
局
（
南
足

柄
市
企
画
課
）

☎
０
４
６
５
―
７
３
―
８
０
０
１

県
立
生
命
の
星・地
球
博
物
館

【
連
携
企
画
展「
箱
根
を
越
え
る
～

箱
根
火
山
と
東
西
交
流
の
歴
史
～
」】

�

開
催
し
ま
す
！

　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
拠
点
施
設
で

あ
る
小
田
原
市
郷
土
文
化
館
、
箱

根
町
立
郷
土
資
料
館
、
箱
根
関
所
、

県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
で

は
「
箱
根
を
越
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
連
携
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
県
立
生
命
の
星
・

地
球
博
物
館
で
は
、
急
こ
う
配
な

線
路
を
走
行
す
る
箱
根
登
山
鉄
道

を
中
心
に
箱
根
火
山
の
険
し
い
地

形
の
形
成
史
、
そ
の
地
形
を
造
り

出
し
た
岩
石
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

期　
間　
10
月
27
日
㈰
ま
で

開
館
時
間　

９
時
～
16
時
30
分

（
入
館
は
16
時
ま
で
）

観
覧
料　
無
料

（
常
設
展
観
覧
料
は
別
途
）

休
館
日　
月
曜
日

※
臨
時
休
館
日
あ
り
。

照
会
先　
県
立
生
命
の
星
・
地
球

博
物
館

☎
０
４
６
５
―
２
１
―
１
５
１
５

5 ～ 6 人のグループに対して 1人の講師がつき、丁寧に授業を行っています。

教材やホワイトボードを活用しながら授業に集中できるよう工夫しています。

六道地蔵

二十五菩薩
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広報はこね　2019.October

広報はこね　2019.October　学校での問題や教育に関する相談は教育委員会内の教育相談センター☎85−7776へ！

社会教育センター図書室から
《読書もハロウィンも！盛りだくさんの秋です！！》

クイズ
　正解者の中から抽選で 3人の方に図書カード
をプレゼントします。
【問題】
　玉名市と和水町と包括連携協定を結びました。
これは和水町に生まれ、玉名市で半生を過ごし
た箱根駅伝の創設者「金栗〇〇」氏との縁によ
るものです。
　この〇〇に入る漢字 2文字を答えてください。
応募方法　はがきに答え、住所、氏名、年齢、

電話番号を明記し、応募してください。
※町内在住の方のみ、 1人 1通応募できます。
（町ホームページからも可）
応募期限　10月10日㈭　当日消印・着信有効
応募先　〒2５0－03９８　箱根町企画課

9 月号の解答　「防災訓練」
当選者　諏訪部　智さん（宮城野）
　　　　渡邊　滋さん（仙石原）
　　　　望月さなえさん（小涌谷）
★当選おめでとうございます。

赤ちゃん誕生（誕生証書 ８月発行分）

齋
さい

藤
とう

宇
う

汰
た

ちゃん� ７ /2５� 拓 矢 さん� 仙石原
平
ひら

原
はら

孝
こう

真
ま

ちゃん� ７ /2８� 寛 孝 さん� 元箱根
渡
わた

邉
なべ

詩
うた

ちゃん� ８ / 2 � 一 真 さん� 湯　本

「
家
庭
は
子
ど
も
に
と
っ
て
心
と

体
の
安
全
基
地
」

　
「
オ
ギ
ャ
ー
」
と
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
は
、
24
時
間
の
生
活
全
て

を
親
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
生

命
を
維
持
で
き
ま
す
。
親
と
し
て

の
覚
悟
の
如
何
に
依
ら
ず
子
育
て

が
始
ま
り
、
自
信
を
失
う
よ
う
な

出
来
事
や
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が

ら
子
育
て
は
続
き
ま
す
。
時
に
は
、

自
分
の
感
情
の
ま
ま
に
叱
っ
て
し

ま
い
、
反
省
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
親
で
あ
る
こ
と
は
想
像
以
上

に
忍
耐
を
要
す
る
も
の
で
す
ね
。

子
育
て
に
自
信
を
持
っ
て
い
る
人

な
ど
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
家
庭
が

子
ど
も
に
と
っ
て
十
分
に
甘
え
ら

れ
る
場
所
な
ら
ば
、
子
供
は
疲
れ

コ
ラ
ム「
家
庭
教
育
を
考
え
る
」

～
地
域
で
さ
さ
え
る
・
地
域
へ
つ
な
ぐ
～

た
心
と
体
を
癒
さ
れ
、
新
た
な
世

界
に
進
む
力
を
蓄
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
成
長
に

繋
が
っ
て
行
き
ま
す
。

　
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
話
せ

る
人
は
、
周
り
に
い
ま
す
か
。
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
に
、
地
域
の
子
育

て
の
先
輩
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・

幼
児
学
園
の
先
生
、
小
中
学
校
の

先
生
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
更
に
は

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
行
政

の
相
談
機
関
等
に
相
談
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
箱
根
町
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

�

☎
８
５
―
７
７
７
６

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

おくやみ（８ /19〜 9 /1８受付分）
市
いち

川
かわ

博
ひろ

士
し

さん� ８ /1８� ８3歳� 仙 石 原
髙
たか

梨
なし やす

子
こ

さん� ８ /21� ８6歳� 塔 之 澤
露
つゆ

木
き

四
し

郎
ろう

さん� ８ /26� ８７歳� 木 賀
小
お

川
がわ

恒
つね

明
あき

さん� ８ /2８� ８５歳� 湯 本
鈴
すず

木
き

葊
ひろ

夫
お

さん� ８ /2９� ８７歳� 大 平 台
山
やま

田
だ

宏
ひろ

行
ゆき

さん� ９ / ５ � ７８歳� 畑 宿
小
こ

林
ばやし

善
ぜん

一
いち

さん� ９ /10� ９５歳� 宮 城 野
関
せき

住
すみ

子
こ

さん� ９ /11� ８3歳� 箱 根

「まなの本棚」
芦田愛菜（著）小学館

　子役時代から活躍している女優の芦田愛菜さんが、
これまでに読んできた、たくさんの本の中から厳選し
た100冊の本を紹介した一冊です。絵本・児童文学に
はじまり、ＳＦや海外ミステリー、古典文学まで、愛
菜さんの読書の幅の広さに驚きます。そして、10月2７
日～11月 ９ 日は読書週間です。「運命の一冊」との出
会いがみなさまに訪れますように…

「プリンちゃんのハロウィン」
なかがわちひろ（文）たかおゆうこ（絵）理論社

　きょうはハロウィンです。お菓子の国に住んでいる
プリンちゃんとドーナツくんとマシュマロちゃんの 3
人は仮装して町へ繰り出します。すると焼きリンゴの
お姉さんがなぜか 4人分のお菓子を渡してくれて…　
あれ？ 1人おばけがふえましたよ！

照会先　社会教育センター　☎８2－26９4

不
登
校
児
童
・
生
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、
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校
中
退
者
等
の
た
め
の

不
登
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相
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・
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進
路
情
報
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明
会

　
不
登
校
で
悩
む
児
童
・
生
徒
や

保
護
者
を
対
象
に
相
談
会
を
行
い

ま
す
。

主　

催　

神
奈
川
県
学
校
・
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
連
携
協
議
会
お

よ
び
神
奈
川
県
教
育
委
員
会

日　
時　
10
月
20
日
㈰
13
時
～
16

時
30
分

（
受
付　
12
時
30
分
～
16
時
）

会　
場　
小
田
原
合
同
庁
舎

内　
容　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
活

動
紹
介
・
個
別
相
談
会
・
進
路
に

つ
い
て
の
情
報
提
供　
等

対　
象　
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、

高
校
中
退
者
、
保
護
者
、
教
員
等

照
会
先　
神
奈
川
県
教
育
委
員
会

教
育
局
支
援
部
子
ど
も
教
育
支
援

課
小
中
学
校
生
徒
指
導
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
５
―
２
１
０
―
８
２
９
２

善
意
の
寄
付

〈
保　
健
〉

◎�

箱
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会

長　
太
田　
明
宏
）
様

�

献
血
記
念
品
２
０
６
個

〈
子
ど
も
基
金
〉

◎
匿
名�

２
万
円

〈
箱
根
町
社
会
福
祉
協
議
会
〉

◎�

Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘
女
性
部　

Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘
助
け
合
い

組
織
す
み
れ
会　
様

�

雑
巾
・
タ
オ
ル
・
布
切
れ

◎
匿
名　
１
件�

１
，
０
０
０
円

〈
箱
根
町
資
源
保
全
基
金（
ト
ラ
ス
ト
）〉

◎�

富
士
屋
ホ
テ
ル　
仙
石
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
（
支
配
人　
越
地
良
吾
）

様�

５
万
円

移動図書館きつつき号巡回予定表
場　所 日　時

１
コ
ー
ス

箱根幼稚園
10/ 2 ㈬・16㈬・30㈬

９ ：20～ ９ ：40
畑宿寄木会館 10：00～10：1５

湯本茶屋（静観荘駐車場） 10：30～10：4５
山崎集会所 11：00～11：1５

２
コ
ー
ス

箱根の森小学校 10/1７㈭・31㈭ 13：00～13：30
大平台姫之湯

10/ 3 ㈭・1７㈭・31㈭
13：５0～14：0５

宮ノ下駐車場 14：20～14：3５
強羅向山公園駐車場 14：4５～1５：00
宮城野保育園 1５：10～1５：40

３
コ
ー
ス

役場本庁駐車場 10/ 4 ㈮・1８㈮ 12：3５～12：５0
湯本小学校 13：00～13：30
湯本幼児学園 10/1８㈮ 13：５0～14：20
町社会福祉協議会 10/ 4 ㈮・1８㈮ 14：2５～14：40
役場本庁駐車場�☆ 14：５0～1５：0５

４
コ
ー
ス

さくら館

10/ ９ ㈬

10：4５～11：00
宮城野公民館 11：10～11：2５
箱根中学校 12：５５～13：10
元箱根集会所 13：4５～14：00
箱根集会所 14：10～14：2５

５
コ
ー
ス

仙石原小学校
10/11㈮・2５㈮

13：00～13：30
アレンジメントケア箱根仙石原 13：40～13：５５

仙石原幼児学園 14：10～14：40
仙石原文化センター 14：５５～1５：10

※巡回予定は変更になる場合があります。
☆�９ 月から「さがみ信用金庫湯本支店前」を「役場本庁駐車場」
に変更しました。

照会先　社会教育センター　☎８2－26９4

運
動
し
よ
う
！

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
案
内

�

ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り�

日　
時　
11
月
６
日
㈬
18
時
30
分

～場　
所　
星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ

箱
根

内　
容　
ユ
ニ
カ
ー
ル
、
ペ
タ
ン

ク
、
輪
投
げ
（
い
ず
れ
も
地
域
体

育
会
に
よ
る
対
抗
戦
）

�

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会�

日　
時　
10
月
24
日
㈭
18
時
30
分

～場　
所　
星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ

箱
根

対　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

内　
容　
６
人
制
３
セ
ッ
ト
マ
ッ

チ
（
１
ブ
ロ
ッ
ク
４
チ
ー
ム
の

リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

の
優
勝
を
表
彰
し
ま
す
。）

参
加
費　
１
チ
ー
ム
５
０
０
円

（
賞
品
代
、
保
険
代
ほ
か
）

チ
ー
ム
数　
24
チ
ー
ム
（
登
録
可

能
人
数
10
人
。
試
合
中
コ
ー
ト
内

の
男
性
は
３
人
ま
で
。
小
学
生
は

女
性
と
み
な
す
。）

�

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会�

日　
時　
10
月
17
日
㈭
18
時
30
分

～場　
所　
星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ

箱
根

対　
象　
町
内
に
在
住
・
在
勤
で

小
学
５
年
生
以
上
の
方

内　
容　
５
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー

グ
戦
（
１
試
合
６
ゲ
ー
ム
）
コ
ー

ト
ご
と
に
優
勝
と
準
優
勝
を
表
彰

し
ま
す
。

参
加
費　
１
チ
ー
ム
３
０
０
円

（
賞
品
代
、
保
険
代
ほ
か
）

チ
ー
ム
数　
25
チ
ー
ム
（
そ
れ
ぞ

れ
３
人
一
組
、
申
込
順
）

申
込
方
法　
10
月
４
日
㈮
17
時
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

各
イ
ベ
ン
ト
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通
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ち
物　
室

内
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込
・
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委
員
会
生

涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
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６
０
１

さ
く
ら
館
温
水
プ
ー
ル

休
業
に
つ
い
て

　
さ
く
ら
館
温
水
プ
ー
ル
の
天
井

等
の
改
修
工
事
に
伴
い
、
10
月
1

日
㈫
か
ら
令
和
２
年
３
月
末
ま
で

温
水
プ
ー
ル
を
休
業
い
た
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
再
開
は
令
和
２
年
４
月

１
日
㈬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

宝
く
じ
の
助
成
金
で

�

購
入
し
ま
し
た

　
仙
石
原
地
域
自
治
会
連
合
会
で

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業

収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て
い

る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

に
よ
り
、
宝
く
じ
の
助
成
金
を
受

け
て
、
印
刷
機
、
ス
ト
ー
ブ
、
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
の
備
品
を
購

入
し
ま
し
た
。
今
回
の
整
備
に
よ

り
、
地
域
の
更
な
る
活
性
化
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

照
会
先　
企
画
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
０
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最
新
情
報
は
町
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
！
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

=

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
募
集
中= 

（
企
画
課
☎
８
５

－

９
５
７
２
）

夜間診療ができる病院などについては、消防署（☎ 82−4511）に問い合わせてください。

◆ 4か月児健康診査／10か月児健康診査
日　時　10月 ９ 日㈬12時30分～13時受け付け
対　象　 4か月児：令和元年 6月生まれの乳児
　　　　10か月児：平成30年11月生まれの乳児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ（10か月児のみ）
◆ 1歳 6か月児健康診査／ 3歳 6か月児健康診査
日　時　10月 ９ 日㈬13時～13時20分受け付け
対　象　 1歳 6か月児：平成30年 4 月生まれの幼児
　　　　 3歳 6か月児：平成2８年 4 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
◆ 2歳・ 2歳 6か月・ 3歳児歯科健康診査
日　時　10月 4 日㈮13時～13時30分受け付け
対　象　平成2８年 ９ 月、平成2９年 3 月・ ９月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、歯科保健カード
◆育児教室（たんぽぽの会）
日　時　10月1５日㈫ ９時4５分～11時4５分
対　象　 ７か月～ 3歳の乳幼児とその保護者
※ 1週間前までに電話で申し込んでください。
◆離乳食教室（さくらんぼ教室）
日　時　11月 ７ 日㈭13時30分～1５時
対　象　 3か月～1８か月頃の乳幼児と保護者
※ 1週間前に電話で申し込んでください。
○場所はいずれもさくら館です。

すくすくキッズコーナー
照会先　子育て支援課☎８５－９５９５

かますと
秋野菜の生姜ポン酢

休日急患（医科）
　当番医は変更になる場合がありますので、必ず消防署
（☎８2－4５11）に確認してください。
診療時間　 ９時30分～1７時
当番日 当番医 所　在 電話番号

10/ 6 箱根リハビリテーション病院 仙石原 ８4－９111

13 郷医院箱根小涌園診療所 二ノ平 ８2－26７2

20 箱根リハビリテーション病院 仙石原 ８4－９111

2７ 土屋医院 湯　本 ８５－５034

※受診の際には保険証とお薬手帳を持参してください。

　かますは、たんぱく質が多く脂質は少なめで、
ビタミンやミネラルも含みます。
　かますは目が澄んでいて体表に張りと艶があるもの
を選びましょう。
照会先　さくら館☎８５―0８00

●材料（ 4人分）
かます� 切身240ｇ（大 2匹）
塩・こしょう� 少々
小麦粉� 適宜
長なす� 3 本（210ｇ）
にんじん� 1 / 3 本
かいわれ大根� 1 / 2 パック
植物油� 小さじ 4
★生姜（すりおろし）
� 2 かけ
★ポン酢しょうゆ� 小さじ 4
★砂糖� 小さじ 1 / 2
★ごま油� 小さじ 1

●作り方
①　�ボウルに★印の調味料を入れて混ぜ合わせる。
②　�かますは16等分に切り、塩・こしょうをふり10分

程おき、余分な水分を拭き取り、小麦粉をまぶす。
③　�フライパンに植物油を入れて温め、②のかますを

両面こんがり焼く。
④　�長なすは長さを 3等分、縦に 4等分に切り水にさ

らす。
　　にんじんは0.５㎝幅の短冊切りにする。
　　かいわれ大根は長さを半分に切る。
⑤　�④のなすとにんじんは、耐熱皿に入れてラップを

ふわりとかけて、電子レンジで600W 6分程温め
る。

⑥　�①のボウルに、③のかますと⑤の野菜を加えて和
え器に盛りつけて、④のかいわれ大根をのせる。

レシピポイント
・�なすとにんじんは電子レンジを使用して、時短調理。
・�ポン酢しょうゆの酸味とごま油の風味で塩分控えめ
になっています。

税
金
・
保
険
料
の
納
期

　上記については、夜間・休日も、納付書裏面記載
のコンビニエンスストアで納付ができますが、納期
限が過ぎている納付書で納める方は、至急役場本庁
会計課・出張所または金融機関で納付してください。

照会先　○税務課（収納係）　☎８５－９５７3
　　　　☆保険健康課　　　　☎８５－９５64

10月31日㈭納期限
○町県民税� （第 3期）
☆国民健康保険料� （第 5期）
☆介護保険料� （第 5期）
☆後期高齢者医療保険料� （第 4期）

●趣味の教室　※開催日が変更になる場合があります。
書　道　10月 4 日㈮・1８日㈮10時～12時
絵手紙　10月1７日㈭・24日㈭10時～12時
対　象　各教室とも町内在住の60歳以上の方
●健康相談
日　時　10月 4 日㈮13時30分～14時受け付け
内　容　健康管理、生活習慣病予防、食事指導、血圧測定

など
対　象　町内在住の60歳以上の方

やまなみ荘コーナー
照会先　福祉課☎８５－７７９0

旬を知っておいしくたべよう♪

栄養満点 減塩レシピ !

1 人分の栄養価
　エネルギー：161kcal
　蛋白質：12.3ｇ
　脂　質：９.4ｇ
　食塩相当量：0.７ｇ

心配ごと相談

子どもほっと相談

福祉相談会

オストメイト健康相談会
（人工肛門・人工膀胱）相談会・

交流会

催 し 案 内
歩く会

旧東海道東坂コース
［10㎞］

日　時　10月10日㈭ ９時20分
（中止の場合は1５日㈫）

集合場所　元箱根バスターミナル
コース　旧街道石だたみ～甘酒茶屋～畑

宿（湯本駅）
※帰路　湯本駅から電車利用
会　費　５00円（保険料他）
※初参加の方は別に５00円が必要です。
照会先　箱根町歩く会会長　村上東司
� 　☎８５－6７８８
※当日開催の有無は電話で確認してくだ
さい。音声メッセージが流れます。
　電話がかけられる時間は、前日の1７時
から当日の ９時までです。

日　時　10月 ７ 日㈪13時～1５時
（受け付けは14時まで）

場　所　小田原市保健センター
（小田原市酒匂 2 －32－16）

内　容　肢体不自由障がい者の補装具交
付、修理相談

※希望する方は10月 4 日㈮までに連絡し
てください。
照会先　福祉課☎８５－７７９0

日　時　11月 ９ 日㈯13時30分～1５時30分
（受付13時～）

場　所　湯河原町城堀会館　会議室（湯
河原町城堀８７－ 1 )

対　象　人工肛門・人工膀胱保有者の方
とその家族、医療関係者、関心の
ある方

照会先　日本オストミー協会神奈川支部
事務局☎0８0－８７2８－6661

日　時
①普通救命講習Ⅱ
　10月24日㈭ ９時～13時
②普通救命講習Ⅰ
　10月2７日㈰ ９時～12時
内　容　自動体外式除細動器（ＡＥＤ）

を用いた心肺蘇生法および止血法
など（①は実技と筆記の効果測定
を含む）

場　所　消防本部体育訓練室
対　象　町内在住（中学生以上）・在勤

の方
定　員　20人（申込順）
その他　修了者には修了証を発行します。
※他にもさまざまな応急手当普及講習の
方法がありますので、問い合わせてくだ
さい。
申込・照会先　消防署警備課（救急係）
� ☎８2－4５11

日時・場所
・10月 ８ 日㈫　温泉出張所
・11月 ５ 日㈫　箱根出張所
いずれも13時30分～1５時30分
内　容　生活、人権に関する相談、国や

県への要望など
相談員　民生委員・児童委員、人権擁護

委員、学校教育指導員、総務省行
政相談委員

※希望する方は事前に連絡してください。
照会先　福祉課☎８５－７７９0

日時・場所
・10月 ８ 日㈫　温泉出張所
・11月 ５ 日㈫　箱根出張所
いずれも12時～1５時
内　容　教育に関する相談
相談員　教育相談センタースタッフ
※希望する方はなるべく事前に連絡して
ください。
照会先　教育相談センター☎８５－７７７6

日　時　11月 1 日㈮14時～1５時30分
場　所　おだわら障がい者総合相談支援

センタークローバー（小田原市久
野11５－ 2 おだわら総合医療福祉

日時・場所
・10月10日㈭　役場分庁舎 4階第 ７会議室
・10月24日㈭　さくら館相談室
（当日の電話相談は☎８５－0８00まで）
いずれも10時～12時
対　象　身体・知的・精神障がい者およ

び家族
内　容　社会福祉士など専門家による面

接相談、電話相談
照会先　福祉課☎８５－７７９0

○�エイズ相談・検査　10月16日㈬ ９時～
○�精神保健福祉相談　10月10日㈭・1５日
㈫・24日㈭　いずれも13時30分～

○�認知症相談　11月 1 日㈮13時30分～
○�療育歯科相談　10月31日㈭ ９時～
※予約制です。相談を希望する方は、前
日までに連絡してください。
照会先　小田原保健福祉事務所☎046５－

32－８000（内線3236：療育歯科相
談、内線324５：その他）

日　時　11月1７日㈰1５時開演
場　所　仙石原文化センター
出　演　東京ハルモニア室内オーケスト

ラ
入場料（前売）　大人2,000円・小中学

生1,000円
　前売り券は仙石原文化センター、社会
教育センター、町観光協会で取り扱って
います。
照会先　仙石原文化センター☎８4－８3８７

　未病改善の拠点施設である未病バレー
「ビオトピア」で高城れにさん（ももい
ろクローバーＺ）と一緒にフェイシャル
ヨガのレッスンを受けて、みんなで世界
記録を目指そう！他にも、体を動かして
楽しめるプログラムが盛りだくさん。
日　時　10月12日㈯10時～16時
場　所　未病バレー「BIOTOPIA（ビ

オトピア）」足柄上郡大井町山田
300番

主　催　神奈川県
申込先　ホームページ
　　　（http://www.
　　　pref.kanagawa.
　　　jp/osirase/0602/kenseipj/

festa201９）か、はがきで代表者
の住所、氏名、電話番号と参加人
数を記載し、照会先へ

定　員　ギネスイベントは定員2,000名
照会先　（一社）小田原プロモーション

フォーラム☎046５－20－９166
　　　〒2５0－0034小田原市板橋８５８

普通救命講習

身体障がい者の補装具相談会

「箱根の秋」2019
室内楽コンサート

〈弦楽四重奏とトランペットの響き〉

フェイシャルヨガで
ギネス世界記録Ⓡに挑戦!!
～ME-BYOフェスタ2019～

高次脳機能障害専門相談

小田原保健福祉事務所各種相談日

会館 1階）
対　象　高次脳機能障がいの方および家

族、支援者
照会先　おだわら障がい者総合相談支援

センタークローバー☎046５－3５－
５2５８
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みんなでシェアして、低炭素社会へ。

環境先進観光地
―箱根

コンセントを
こまめに抜いて待機電力をカット!

町の人口と世帯
− 9月 1日現在−

●人口　11,223人
　男　5,361　 女　5,862
●世帯　 6,254
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シンポジウム「箱根ジオパーク×日本遺産“箱根八里”」
● 9 /15（小田原市入生田）

　箱根ジオパーク推進協議会によるシンポジウム「箱根ジオ
パーク×日本遺産“箱根八里”」が開催されました。
　町立郷土資料館　鈴木康弘館長による「箱根ジオパークから
生まれた日本遺産“箱根八里”」と題した講演では箱根火山の
活動によって形成された険しい地形に整備された湯坂道や東海
道など街道の発展について紹介されました。

水はどこから来るの
● 9 /13（湯本茶屋浄水場）

　湯本小学校の 4年生が湯本茶屋浄水場を見学しました。
　私たちが利用している水がどこからきてどこへ行くのか、浄
水場の役割を町職員が説明しました。
　参加した児童は興味津々の様子で、たくさんの質問が飛び出
しました。

第30回箱根町グラウンドゴルフ大会
● 8 /30（箱根中学校）

　箱根中学校でグラウンドゴルフ大会が開催されました。みな
さんすばらしい腕前でした。
【団体の部】�優　勝 さくら自治会　準優勝 うすい自治会　　

第 3位 二ノ平自治会
【個人の部】�優　勝 松井洋子さん（宮城野）　準優勝 大場典

子さん（仙石原）　第 3位 青野豊さん（宮城野）

丈夫で健康な歯のために
● 9 / 6 （さくら館）

　さくら館で乳幼児歯科検診が行われました。
　歯医者さんによく見えるよう保護者の方と手をつないで口を
大きく開けます。泣いてしまう子もいれば、笑顔で検診を受け
るお子さんも。
　検診の後は歯科指導です。しっかり磨いて歯の健康を保ちま
しょうね。

スポーツで
　　　にこにこ笑顔と　健康を
10月は「県民スポーツ月間」


